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燃警
肛
刺
し
身
値
上
が
り
も

世
界
の
速
洋

マ
グ

ロ
は

え
縄
漁
船
の
三
割
が
体
漁

す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

が
二
十
八
日
、
業
界
団
体

の
調
査
で
分
か

っ
た
．
燃

料
代
高
騰
で
漁
船
の
採
算

が

悪

化

し

て

い
る

た

め

で
、
休
漁
は
日
本
の
ほ
か

に
台
湾
や
中
国
な
ど
に
拡

大
．
メ
バ
チ

マ
グ

ロ
や
キ

ハ
ダ

マ
グ

ロ
な
ど
大
半
が

日
本
向
け
で
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
売
ら
れ
る
刺
し
身

の
小
売
価
格
が
値
上
が
り

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

調

査

し

た

業

界

団

体

は
、
遠
洋

マ
ダ

ロ
業
の
国

内
外
の
業
界
団
体
が
加
入

す
る

塁
員
任
あ
る
ま
ぐ
ろ

漁

業

推

進

機

構
」

（
東

独
が
年
囲
億
円
拠
畿

熱
帯
雨
林
保
護
で
首
相
表
明

一　

日
本
の
鴨
下

一
部
環
境

一相
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
最
終
日
の

一」
け
紳
誡
動
赫
“
¨
肝
的

一が
内
定
し
て
い
る
第
十
日

説
明
す
る
。

核
計
画
申
告
は

「作
業
部
会
後
」

米
朝
協
議
が
終
了

【北
京
――
新
貝
憲
弘
】北

朝
鮮
の
核
問
題
を
め
ぐ
る

六
カ
国
協
議
で
、
米
首
席

代
表
を
務
め
る
ヒ
ル
国
務

次
官
補
と
北
朝
鮮
の
首
席

代
表
、
金
桂
冠
外
務
次
官

は
二
十
八
日
、
北
京
の
米

国
大
使
館
で
引
き
続
き
協

な
ボ
ン
ー
三
浦
耕
喜
】

ド
イ
ツ
西
部
ボ
ン
で
開
催

中
の
生
物
多
様
性
条
約
の

第
九
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
９
）
は
二
十
八
日
、

各
国
環
境
担
当
相
に
よ
る

閣
僚
級
会
合
を
開
い
た
。

開
幕
の
演
説
で
ド
イ
ツ
の

メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、
熱
帯

雨
林
の
保
護
に
毎
年
五
億

奸

（約
八
百
二
十
億
円
）

規
模
の
拠
出
を
行
う
こ
と

を
表
明
し
た
。

こ
の
中
で
、
メ
ル
ケ
ル

首
相
は

「
今
や
、
毎
年
千

三
百
万
わ
の
熱
帯
雨
林
が

失
わ
れ
て
い
る
．。
こ
れ
は

多
く
の
生
物
種
の
死
減
で

あ
り
、
地
球
の
肺
の
喪
失

を
意
味
す
る

一
と
強
調
．

ド
イ
ツ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
二
〇
〇
九
年
か
ら

一

二
年
ま
で
に
計
五
億

叶̈
、

一
三
年
以
降
は
毎
年
五
億

奸
を
拠
出
す
る
考
え
を
明

ら
か
に
し
た
。

一△バ理織　（ｒ
いヽＸＰ二脚
）
ビに高日

一け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

一
一

一　
ツ
フ
リ
カ
会
議

第
四
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議

（
Ｔ
Ｉ
ＣＩ
Ａ
Ｄ
）
は

二
十
八
日
、
開
会
式
に
続

い

て
、

全

体

会

合

に

入

り
、
成
長
の
加
速
化

▽
人

間
の
安
全
保
障
の
確
立
▼

民間団体調査

開
催
時
期
の
見
通
し
は
立

た
な
か

っ
た
と
い
う
。

受
信
料
収
入
伸
び

Ｎ
Ｈ
Ｋ
増
収
増
益

０７
年
度
、
２
年
連
続

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
二
十
八
日
、

二
０
■
七
年
度
決
算
を
発

表
し
た
　
事
業
収
入
は
前

年
度
比
Ｌ
二
十
五
億
円
増

の
六
千
五
百
五
十
七
億
円

全
な
０
わ
始
甕
飩

環
境

ｅ
気
候
変
動
問
題

ヘ

の
対

応

‐
の

三

テ

ー

マ

で
、
ア
フ
リ
カ
各
国
首
脳

が
順
番
に
演
説
。
日
本
か

ら
の
民
間
投
資
が
増
加
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
求

め
る
声
が
相
次
い
だ
ｔ

福

田
康
夫
首
相
は
二
十

七
日
に
続
き
、
参
加
各
国

首
脳
と
の
会
談
を
続
行
（）

開
会
式
に
出
席
後
は
十
二

カ
国
首
脳
と
会
談
し
た

‐．‐

議
し
た
ｃ
ヒ
ル
次
官
補
は

同
日
夜
、
記
者
団
に
非
核

化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
作

業
部
会
を

一
、
二
週
間
以

内
に
開
き
、
北
朝
鮮
の
核

計
画
中
告
は
作
業
部
会
開

催
後
と
な
る
見
通
し
を
示

し
た
，
ヒ
ル
次
官
補
は
、
こ
の

日
の
協
議
で

「
泣
致
問
題

の
重
要
性
を
強
調
し
た

一

と
述
べ
た
が
、
北
朝
鮮
側

の
反
応
に
つ
伸
て
は
明
言

を
避
け
た
．
日
本
の
首
席

代
表
、
斎
本
昭
隆

ア
ジ
ア

大
洋
州
局
長
は
同
日
夜
、

一北
朝
鮮
が
拉
数
問
題
な

ど
で
真
剣
に
一受
け
止
め
て

く

れ

る

と
理

解

し

て

い

る

一
と

一
定
の
期
待
感
を

示
し
た
。

両
代
表
は
こ
の
日
、
六

カ
国
協
議
議
長
の
武
大
偉

ｏ
中
国
外
務
次
官
と
そ
れ

ぞ
れ
協
議
し
た
ほ
か
、
ヒ

ル
次
官
補
は
斎
木
局
長
と

も
協
議
。
日
米
首
席
代
表

協
議
で
は
六
カ
国
協
議
の

日
程
を
話
し
合

っ
た
が
、


